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市
内
全
域
に
避

難
勧
告
を
発
令
し
た
経

緯
を
聞
く
。

　
　
　
８
月
２
日
か
ら

の
豪
雨
で
仁
淀
川
が
避

難
判
断
水
位
に
近
づ
い

た
こ
と
や
、
北
部
地
域

に
お
い
て
土
砂
災
害
の

危
険
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
８
月
３
日
午

前
９
時
に
春
野
地
域
お

よ
び
中
山
間
地
域
に
対

し
て
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
。

　
そ
の
後
も
強
い
雨
が
続
き
、
累
積

雨
量
が
増
加
す
る
中
で
、
鏡
川
と
紅

水
川
が
氾
濫
水
位
に
近
づ
き
、
満
潮

時
刻
と
も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
人
的

被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
し
、
同
日
午
前
10
時
に
市
内
全
域

に
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
。

　
　
　
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
批
判

の
声
も
聞
く
が
、
見
解
を
聞
く
。

　
　
　
市
内
全
域
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
た
一
連
の
判
断
に
つ
い
て
は
、

災
害
対
策
本
部
と
し
て
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

配
信
の
遅
れ
や
、
避
難
所
開
設
の
遅

れ
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
因
や
課

題
等
を
十
分
に
検
証
し
、
具
体
的
に

対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
最
終
的
に
は
、
災
害
対
策
本
部
員

会
議
に
お
い
て
検
証
を
行
い
、
職
員

災
害
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
面
改
定

す
る
な
ど
、
今
後
の
災
害
に
対
し
て

万
全
の
態
勢
を
と
っ
て
い
く
。

　
　
　
市
民
へ
の
情
報
提
供
体
制
に

つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
発

令
、
避
難
所
の
開
設
、
ま
た
土
砂
災

害
の
危
険
性
等
の
情
報
を
防
災
行
政

無
線
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
り
行
っ
た
。

　
ま
た
、
今
回
初
め
て
緊
急
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を
通
じ
て
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
等
の
発
令
情
報
の
提
供
を
行
っ

た
が
、
市
民
か
ら
多
く
の
反
応
が
あ

り
、
そ
の
情
報
伝
達
力
を
改
め
て
認

識
し
た
。
今
後
は
、
情
報
提
供
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
改
善
を
行
い
、
緊
急
エ
リ
ア

メ
ー
ル
活
用
の
熟
度
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
手
段
と
し
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
し

た
災
害
情
報
の
提
供
・
収
集
が
よ
り

効
果
的
だ
と
考
え
て
お
り
、
他
都
市

の
事
例
等
も
参
考
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
聴
覚
障
害
者
へ
の
災
害
情
報

の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動

　
　
　
合
併
地
域
の
災
害
対
応
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　
　
鏡
・
土
佐
山
の
中
山
間
地
域

に
つ
い
て
は
、
夜
間
に
お
い
て
職
員

の
到
着
に
時
間
を
要
し
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
崖
崩
れ
に
よ
り
道

路
が
寸
断
さ
れ
、
孤
立
し
た
集
落
と

の
連
絡
方
法
等
に
も
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
た
。 

　
今
後
、
地
域
の
方
々
と
意
見
交
換

を
行
い
、
地
震
災
害
だ
け
で
な
く
風

水
害
に
つ
い
て
も
実
効
性
の
あ
る
中

山
間
地
域
防
災
計
画
を
本
年
度
中
に

要
支
援
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
具
体
的
な
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
障
害
者
関
係
団
体
と
も
協

議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
文

字
表
示
装
置
付
き
戸
別
受
信
機
の
貸

与
も
含
め
、
確
実
な
情
報
の
伝
達
手

段
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

策
定
す
る
。

　
ま
た
、
鏡
・
土
佐
山
・
春
野
地
域

の
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
当
該
地
域
出
身
の
職
員
を
災
害

対
策
本
部
の
地
域
運
営
室
に
配
置
す

る
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
避

難
対
策
を
構
築
し
て
い
く
。

　
　
　
今
後
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

聞
く
。

　
　
　
春
野
地
域
に
お
い
て
は
、
仁

淀
川
に
氾
濫
の
恐
れ
が
生
じ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
改
め
て
治
水
対
策
が
課

題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

　
８
月
の
台
風
１２
号
、
１１
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
は
、
鏡
・
土
佐
山

 

・
春
野
地
域
と
合
併
後
、
初
め
て
の
大
き
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
中
山
間
地
域
を
中
心
と
し
た
土
砂
災
害
や
道
路
の
寸
断

に
よ
る
集
落
の
孤
立
の
ほ
か
、
各
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害

や
農
作
物
へ
の
被
害
な
ど
、
市
内
各
地
で
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
９
月
議
会
で
は
本
市
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
全
域
へ
の
避
難
勧
告

合
併
地
域
の
防
災
対
策

鏡的渕地区の土砂災害

人

事
議

案

　
９
月
定
例
会
最
終
日
の
26
日
に
、

市
長
か
ら
監
査
委
員
、
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
議
案
、
お
よ
び
人
権
擁

護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案

が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た

は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　
高
橋
　
正
志

公
平
委
員
会
委
員

　
長
山
　
育
男

人
権
擁
護
委
員

　
小
笠
原
一
清

　
仁
ノ
地
区
に
つ
い
て
は
、
排
水
ポ

ン
プ
の
増
設
に
よ
り
抜
本
的
な
解
決

を
図
っ
て
い
く
。
西
畑
地
区
に
つ
い

て
は
、
高
知
河
川
国
道
事
務
所
の
保

有
す
る
排
水
ポ
ン
プ
車
の
出
動
条
件

に
つ
い
て
、
今
後
具
体
的
な
協
議
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
冠
水
の
原
因

に
つ
い
て
国
、
県
と
相
談
し
な
が
ら

調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

○子ども・子育て支援法施行条例制定議案

　子ども・子育て支援法の制定に伴い、保

育の必要性の認定に係る保護者の就労時間

に関する要件、報告等義務違反者に対する

過料等を定めるため、条例を制定するもの。

○市営住宅条例の一部改正議案

　住宅市街地総合整備事業による都市再生

住宅および中山間地域活性化住宅整備事業

による住宅を市営住宅として新設するとと

もに、規定の整備を行うため、条例を一部

改正するもの。

○消防救急デジタル無線（活動波）整備事

業に伴う設備機器購入契約締結議案

　標記設備機器一式について、価格11億  

     8, 584万円で購入契約を締結しようとす

るもの。

9月定例会
で可決した 主な議案

問答

防災対策の強化に向けて 防災対策の強化に向けて 

平成26年１１月１日　④


